
「
釈
摩
詞
街
論
」
に
お
け
る

「
不
守
自
性
随
縁
」
概
念
の
独
自
性
に
つ

い
て

早

i
 

i
 

，
 

••• 

，a'' 

道

去を

序
日
本
真
言
宗
の
関
誼
弘
法
大
蔚
空
海
は
、
晩
年
期
に
お
け
る
自
己
の
思
想
体
系
の
集
大
成
で
あ
る
「
秘
密
蔓
茶
羅
十
住
心
論
」
及

び
そ
の
略
本
で
あ
る
「
秘
蔵
宝
鎗
」
に
お
い
て
、
真
言
宗
を
最
上
と
す
る
立
場
か
ら
諸
宗
の
教
判
的
な
位
量
付
け
を
行
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
に
お
い
て
華
厳
宗
は
、
最
高
金
の
第
十
住
心
で
あ
る
、
秘
密
荘
歳
、
心
(
真
言
宗
)
に
次
ぐ
第
九
往
心
た
る
「
極
無
邑
性
心
」
に
配

当
さ
れ
る
。
空
海
辻
「
極
無
自
性
心
」
と
い
う
規
定
の
由
来
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

【
割
引
用

1
】
善
無
畏
三
義
説
。
此
極
無
自
性
心
一
匂
悉
摂
華
厳
教
尽
。
所
以
者
何
。
華
厳
大
意
京
始
要
終
。
明
真
如
法
界
不

色
町
配
劃
縁
之
案
。

善
無
畏
三
蔵
は
説
い
て
い
る
、
「
こ
の
『
極
無
自
性
心
』
と
い
う
一
匂
は
、
そ
れ
を
以
て
能
く
華
厳
の
教
え
を
包
摂
し
尽
く

し
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
。
何
故
〔
善
無
畏
が
こ
の
よ
う
に
説
い
た
の
か
と
言
、
つ
〕
な
ち
ば
〔
そ
れ
は
〕
、
華
厳
の
教
え
の
大

意
は
、
そ
の
姶
め
か
ら
終
り
に
至
る
ま
で
「
真
如
法
界
が
自
性
を
守
ら
ず
に
槌
縁
す
る
」
と
い
う
事
態
の
意
味
を
現
ら
か
に
す

る
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
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仏
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『
釈
摩
諒
街
論
』
に
お
け
る
「
不
守
自
性
随
縁
」
概
念
の
独
自
性
に
つ
い
て
(
早
川
)

一-〈
O

空
海
は
善
無
畏
を
承
け
て
、
「
真
如
法
界
不
守
自
性
随
縁
」
と
い
う
事
態
の
解
明
が
華
厳
の
教
え
の
眼
E
だ
と
言
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
右
の
よ
う
に
述
べ
た
直
後
、
華
厳
三
祖
法
議
の
「
華
厳
五
教
章
』
(
以
下
「
五
教
章
』
と
呼
称
す
る
)
か
ら
、
真
如

は
随
縁
し
な
い
と
い
う
説
に
対
す
る
法
蔵
の
批
判
を
引
用
し
て
い
る
。
あ
た
か
も
、
華
厳
思
想
の
大
成
者
の
著
作
か
ら
の
引
用
に
よ
っ

て
、
邑
説
を
構
強
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
の
ご
と
く
で
あ
る
。
だ
が
こ
こ
に
一
つ
重
大
な
問
題
が
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
、
空
海
が

華
厳
宗
の
規
定
に
用
い
た
と
こ
ろ
の
、
「
(
真
如
法
界
)
不
守
自
性
樋
縁
」
の
概
念
(
真
如
が
国
定
的
に
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
人

間
に
対
応
し
て
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
)
は
、
確
か
に
法
蔵
教
学
に
発
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
法
蔵
自
身
は
、
こ
の
「
不
守
自
性
随

縁
」
の
語
を
務
教
(
五
教
の
第
三
位
)
日
如
来
蔵
縁
起
宗
の
規
定
に
お
い
て
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
空
海
は
、
そ

れ
を
円
教
(
五
教
の
最
高
位
)
け
は
華
議
宗
の
決
定
的
な
規
定
に
用
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
間
題
自
体
は
、
〈
空
海
が
華
厳
宗
を
如
来

蔵
縁
起
宗
と
同
一
視
し
た
こ
と
の
是
非
〉
と
い
う
問
題
設
定
で
既
に
指
掃
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
筆
者
の
関
心
は
差
し
当
り

そ
の
是
非
に
辻
存
し
な
い
。
空
海
の
「
真
如
詰
界
不
守
自
性
積
縁
」
と
い
う
華
厳
宗
規
定
に
は
、
そ
の
由
来
に
お
い
て
空
海
独
吉
の

理
解
が
存
在
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
筆
者
の
当
面
の
関
心
は
、
こ
の
空
海
の
理
解
の
起
源
を
、
「
釈
摩
詞
街
論
」
(
以
下

『
釈
論
」
と
呼
称
す
る
)
に
述
べ
ら
れ
た
本
書
独
自
の
〈
不
守
自
性
随
縁
〉
概
念
に
見
出
だ
し
う
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
事
で

あ
る
。
こ
れ
は
筆
者
の
現
段
階
に
お
け
る
想
定
な
の
で
あ
る
が
、
『
釈
論
」
の
作
者
辻
、
法
蔵
と
再
じ
こ
の
語
を
用
い
つ
つ
、
そ
こ

に
独
自
の
意
味
を
折
り
込
ん
だ
の
で
あ
り
、
空
海
は
そ
の
「
釈
論
」
の
独
自
な
点
を
自
己
の
哲
学
の
中
心
と
し
て
捉
え
、
そ
れ
を
自

己
の
宗
教
的
立
場
、
す
な
わ
ち
密
教
的
世
界
観
の
根
拠
を
支
え
る
哲
学
と
し
て
最
善
の
も
の
と
考
え
た
の
で
あ
る
が
故
に
、
自
己
の

立
場
(
第
十
住
心
日
密
教
)
の
室
前
、
す
な
わ
ち
華
議
宗
の
規
定
に
用
い
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
本
稿
の
目
的
は
、
空
海
が

こ
の
規
定
を
用
い
た
際
の
独
自
な
事
態
理
解
を
、
法
蔵
自
身
の
用
法
と
、
そ
れ
を
強
く
意
識
し
つ
つ
関
じ
語
に
独
自
の
意
味
を
盛
り

込
も
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
『
釈
論
」
(
空
海
は
自
己
の
体
系
を
構
築
す
る
に
当
た
っ
て
こ
の
論
書
を
最
重
要
視
し
た
の
で
あ
る



が
:
:
:
)
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
解
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

法
蔵
教
学
に
お
け
る
〈
不
守
自
性
随
縁
〉

「
(
真
如
法
界
)
不
守
自
性
随
縁
」
と
は
、
い
か
な
る
事
態
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
か
。
ま
ず
行
論
の
便
宜
の
た
め
、
暫
定
的
な

把
握
を
こ
こ
で
示
し
て
お
く
な
ら
ば
そ
れ
辻
、
「
(
真
如
、
法
界
、
如
来
議
も
し
く
は
そ
れ
に
類
す
る
真
理
の
当
体
と
い
う
も
の
が
)

そ
れ
自
体
の
い
わ
ば
定
有
性
(
筆
者
は
定
有
と
い
う
言
葉
を
、
定
常
的
な
、
郎
自
的
な
有
と
い
う
程
の
意
味
に
お
い
て
使
用
す
る
が

:
:
)
の
中
に
と
ど
ま
存
続
け
る
の
で
は
な
く
、
染
な
る
縁
に
随
い
(
要
す
る
に
人
間
存
在
と
の
接
触
を
契
機
と
し
て
)
、
染
浄
の

諸
法
と
し
て
顕
現
(
あ
る
い
辻
転
変
)
す
る
、
す
な
わ
ち
世
界
内
的
な
現
象
と
し
て
絶
え
ず
現
象
し
て
い
る
、
そ
う
い
う
も
の
な
の

だ
と
い
う
事
態
」
で
あ
る
と
す
る
理
解
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
法
蔵
が
〈
不
守
昌
性
隠
縁
〉
と
い
う
語
を
患
い
て
い
る
の
辻
、
「
華
厳
経
採
玄
記
』
(
以
下
「
採
玄
記
』
と
呼
啓
す
る
)
と

「
大
乗
起
信
論
義
記
」
(
以
下
『
義
記
」
と
呼
称
す
る
)
と
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
一
回
づ
つ
で
あ
る
(
尚
、
鎌
田
茂
雄
博
士
の
考
証

に
よ
れ
ば
、
こ
の
二
書
は
い
ず
れ
も
『
五
教
章
』
よ
り
も
後
の
著
作
で
あ
が
)

)

G

ま
ず
、
「
探
玄
記
』
第
十
三
巻
は
、
「
華
厳
経
」
十

地
品
の
「
三
界
童
妄
但
是
〔
二
心
炉
)
」
と
い
う
よ
く
知
ら
れ
た
テ
ー
ゼ
に
対
す
る
注
解
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に

お
い
て
法
蔵
は
、
唯
識
と
い
う
概
念
を
浅
か
ら
深
へ
の
十
段
階
に
分
類
し
た
所
謂
「
十
重
唯
識
」
を
展
開
し
て
お
り
、
そ
の
第
六
に

〈
不
守
自
性
隠
縁
〉
が
見
出
さ
れ
る
。

皆【
説引
比用
義22

六
転
真
成
事
故
説
唯
議
。
謂
如
来
蔵
不
守
自
性
関
縁
顕
現
八
議
王
数
相
見
種
現
。
:
:
:
勝
霊
経
宝
性
論
起
信
論

『
釈
摩
詞
街
論
』
に
お
け
る
「
不
守
自
性
陸
縁
」
概
念
の
独
自
性
に
つ
い
て
(
早
川
)

十/、



『
釈
摩
詩
街
論
』
に
お
け
る
「
不
守
自
性
随
縁
」
概
念
の
独
自
性
に
つ
い
て
(
早
問
)

ーノ、

六
に
は
真
(
真
知
)
を
転
じ
て
事
(
現
象
界
)
を
成
ず
る
が
故
に
唯
識
と
説
く
。
す
な
わ
ち
、
加
来
蔵
は
そ
の
自
性
を
守
ら

ず
随
縁
し
て
、
八
議
(
心
王
と
心
数
)
と
相
(
見
ら
れ
る
も
の
)
と
見
(
見
る
主
観
)
と
種
子
と
現
行
と
を
顕
現
す
る
の
で
あ

る
〔
が
、
こ
れ
ら
の
諸
法
の
本
体
は
如
来
議
た
る
阿
頼
蔀
識
と
他
な
ら
な
い
が
故
に
、
一
切
諸
法
は
唯
識
と
説
く
の
で
あ
る
)
。

・
「
勝
髪
経
』
『
宝
性
議
』
『
起
信
論
」
は
皆
、
こ
の
教
義
を
説
く
も
の
な
の
で
あ
る
。
)

す
な
わ
ち
こ
こ
に
お
い
て
は
、
如
来
蔵
縁
起
げ
は
阿
頼
部
議
縁
起
(
如
来
蔵
た
る
阿
頼
耶
識
が
酉
田
幾
多
郎
の
一
般
者
の
自
己
限
定

的
に
自
己
展
開
す
る
そ
の
事
態
)
を
示
す
も
の
と
し
て
、
こ
の
〈
不
守
昌
性
随
縁
〉
の
概
念
が
思
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
直

後
に
は
そ
の
論
拠
と
し
て
「
大
乗
起
信
論
』
(
以
下
『
起
信
論
」
と
呼
称
す
る
)
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
『
起
信
論
」
は
、

法
蔵
教
学
の
体
系
に
お
い
て
は
、
終
教
1
如
来
蔵
縁
起
宗
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
法
蔵
は
依
然
と
し
て
〈
不
守

邑
性
随
縁
〉
を
そ
の
枠
内
に
と
ど
め
て
い
た
こ
と
が
確
-
認
さ
れ
る
。

次
に
、
「
義
記
」
に
お
い
て
法
蔵
は
、
『
起
語
論
」
解
釈
分
の
「
批
識
有
二
種
義
。
詣
摂
一
切
法
。
生
一
切
断
)
」
(
「
こ
の
議
一
日
一
一
日
一
一
日
間
梨

郡
識
に
は
そ
の
内
実
に
お
い
て
二
つ
の
異
な
っ
た
局
面
が
存
在
す
る
。
(
す
な
わ
ち
阿
梨
思
議
は
〕

ろ
の
も
の
で
あ
ち
、
毘
時
に
、
ま
た
、

一
切
の
存
在
を
包
摂
す
る
と
こ

一
切
の
存
在
を
生
み
出
す
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
」
)
の
文
言
に
対
す
る
注
解
の
中
で
、
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

{
引
用
3
】
問
。
此
中
一
議
右
二
義
。
与
上
一
心
有
二
円
何
別
部
。
答
。
上
一
心
中
含
於
二
義
。
謂
不
守
自
性
随
縁
義
。
及

不
変
自
性
組
相
義
。
今
此
但
就
穏
縁
門
中
染
浄
理
事
前
黙
二
之
相
。
明
此
識
也
。
是
則
前
一
心
義
寛
。
該
収
於
二
門
。
此
一
一
識
義

狭
。
局
在
於
一
門
。

問
う
。
南
梨
部
識
と
い
う
事
懇
に
誌
二
つ
の
局
面
が
存
す
る
と
い
う
事
は
、
上
(
解
釈
分
冒
頭
)
で
言
及
し
た
と
こ
ろ
の
、



一
心
に
〔
心
真
如
門
と
心
生
誠
門
の
)
二
門
が
あ
る
と
い
う
事
と
、
ど
の
よ
う
に
相
違
し
て
い
る
の
か
。
答
え
る
。
立
義
分
で

は
一
心
の
中
に
二
つ
の
備
面
が
存
在
す
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
昌
性
を
守
ら
ず
髄
縁
す
る
局
面
(
心

生
滅
門
)
と
、
不
変
な
る
自
性
で
あ
る
と
こ
ろ
の
絶
相
(
実
相
)
の
馬
面
(
心
莫
如
門
)
と
を
指
す
の
で
あ
る
。
〔
そ
れ
に
対

し
て
〕
今
こ
こ
で
開
題
と
な
っ
て
い
る
、
阿
梨
部
議
〔
に
二
つ
の
局
面
が
あ
る
と
い
う
事
〕
は
、
槌
縁
門
(
位
、
心
生
滅
門
)
の

内
部
に
お
け
る
染
汚
と
溝
浄
と
が
、
そ
し
て
真
理
と
現
象
〔
界
〕
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
無
二
一
体
で
あ
る
と
い
う
局
面
に
つ
い
て

だ
け
、
そ
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
に
過
、
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
一
心
辻
広
大
で
あ
る
か
ら
〔
心
真
如
と
心
生
滅
の
〕

二
門
を
そ
の
内
部
に
収
め
る
が
、
阿
梨
耶
識
は
狭
く
〔
心
生
滅
の
〕
一
一
門
に
限
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
義
記
』
に
お
い
て
は
、
一
心
に
お
け
る
心
真
如
門
・
心
生
滅
門
の
二
義
(
二
一
面
性
)
と
、
生
滅
門
内
に
お
け
る
海
(
日
理
)
と

染
(
日
行
事
)
の
二
義
の
栢
異
は
如
何
と
い
う
関
い
に
対
す
る
答
の
中
で
、
心
生
滅
門
の
規
定
と
し
て
〈
不
守
自
性
随
縁
〉
が
用
い
ら

れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
「
不
守
自
性
随
縁
義
」
と
の
対
概
念
を
な
す
と
こ
ろ
の
「
不
変
自
性
絶
相
義
」
が
、
、
心
真
如
門
を
表
現

す
る
も
の
で
あ
る
事
か
ら
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
法
議
の
い
う
〈
不
守
自
性
髄
縁
〔
義
〕
〉
と

は
、
十
重
唯
識
に
お
け
る
第
六
の
知
来
蔵
縁
起
を
表
す
も
の
で
あ
る
事
に
加
え
、
さ
ら
に
は
「
義
記
」
が
、
「
起
信
論
』
の
心
生
減

問
の
説
明
を
行
な
う
擦
に
用
い
ら
れ
る
概
念
で
も
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
題
知
の
通
ち
如
く
法
蔵
は
、
〈
不
変
喜
性
絶
相
れ
れ

心
真
如
門
〉
と
〈
不
守
自
性
髄
縁

1
心
生
滅
門
〉
と
い
う
一
心
の
二
局
面
だ
け
で
な
く
、
元
来
は
「
起
信
論
」
に
発
す
る
こ
の
真
生

二
門
の
構
図
を
、
自
己
の
著
作
の
各
所
で
、
不
変
(
日
絶
栢
)
と
随
縁
(
日
汁
随
染
)
、
理
と
事
、
海
と
染
、
真
如
門
の
体
と
本
覚
、

真
諦
と
俗
諦
等
の
よ
う
に
、
あ
る
い
辻
自
己
の
罵
語
に
置
き
換
え
、
あ
る
い
は
「
起
信
論
」
か
ら
藍
接
そ
の
用
語
を
継
承
し
つ
つ
、

自
己
の
教
学
の
構
築
に
幅
広
く
用
い
て
い
る
。
「
起
信
論
」
そ
れ
自
捧
へ
の
法
蔵
の
評
舗
は
と
も
か
く
、
そ
の
真
生
二
門
の
構
図
は
、

法
蔵
教
学
の
枢
要
な
骨
格
を
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
し
て
〈
不
守
岳
性
随
縁
〉
に
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
、

『
釈
摩
詩
得
議
』
に
お
け
る
「
不
守
自
性
随
縁
」
概
念
の
独
自
性
に
つ
い
て
(
早
川
)

ーノ、



『
釈
摩
罰
街
論
」
に
お
け
る
「
不
守
自
性
能
縁
」
概
念
の
独
自
性
に
つ
い
て
(
早
川
)

一
六
回

そ
れ
が
要
す
る
に
阿
頼
都
議
縁
起
日
如
来
蔵
縁
起
的
な
自
己
展
開
の
モ
デ
ル
で
あ
る
と
い
う
事
態
に
加
え
て
、
さ
ら
に
、
そ
の
存
立

に
お
い
て
、
そ
の
背
後
に
常
に
そ
の
対
応
概
念
と
し
て
心
真
如
門
的
な
口
局
面
の
存
在
が
予
想
さ
れ
る
限
ち
に
お
け
る
、
心
生
滅
門
的

な
局
面
、
と
い
う
理
解
が
付
け
加
わ
る
で
あ
ろ
う
。

今
、
筆
者
は
、
〈
不
守
自
性
随
縁
〉
は
法
蔵
の
真
生
二
円
構
図
に
罵
す
る
問
題
の
一
つ
で
あ
る
と
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で

辻
、
〈
不
守
自
性
随
縁
〉
辻
、
法
裁
教
学
に
お
け
る
他
の
心
生
滅
門
的
事
態
の
説
明
概
念
(
調
え
ば
「
随
縁
真
如
」
「
本
覚
」
等
)
と

比
較
し
た
際
、
ど
の
よ
う
な
独
自
性
を
有
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
明
確
に
一
不
す
例
を
「
義
記
」
と
「
華
厳
五
教
章
』
(
以
下

『
五
教
章
」
と
呼
称
す
る
)
か
ら
い
く
つ
か
探
索
し
、
以
下
に
提
示
す
る
。

{
引
用
が
)
}

①
語
一
如
来
蔵
心
含
於
二
義
。
一
一
約
体
絶
相
義
。
却
真
如
門
也

0

・
:
:
・
二
隠
縁
起
減
義
。
期
生
滅
門
也
。
誇
随
重
…
転
勤
成
於

染
浄
。
染
浄
難
成
。
性
恒
不
動
。

(
「
義
記
」
)

一
つ
の
如
来
蔵
心
に
は
二
つ
の
馬
面
が
存
在
す
る
c

一
つ
に
は
本
体
と
い
う
視
点
か
ら
す
る
と
こ
ろ
の
、
感
覚
的
・
概
念

的
な
把
握
の
可
能
性
を
越
え
た
面
、

す
な
わ
ち
心
真
如
円
で
あ
る
。
:
:
:
二
つ
に
は
現
実
的
な
捷
縁
起
減
(
筆
者
は
、
今
は

こ
の
語
を
故
意
に
保
存
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
筆
者
は
こ
の
髄
縁
と
い
う
言
葉
自
体
に
あ
る
根
本
的
な
問
題

す
な
わ
ち
心
生
滅
円
で
あ
る
c

〔
心
生
滅
門
に
お
い
て

は
、
如
来
義
心
は
〕
重
…
習
に
髄
っ
て
染
誇
の
世
界
を
形
成
す
る
、
〔
し
か
し
〕
染
浄
の
世
界
を
形
成
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
本
体
は
夜
然
と
し
て
不
動
の
存
在
性
を
保
っ
て
い
る
の
で
あ
る

G

一
不
変
義
。
二
随
縁
義
。
:
:
:
此
随
縁
真
如
及
成
事
無
明
亦
有
二
義
。

が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
)

の
面
、

②
 義。
誇
真
如
右
二
義
。

一
違
自
腹
他
義
。
二
違
他
頗
自

(
『
義
記
」
)



真
如
に
二
つ
の
馬
面
が
あ
る

D

一
に
は
不
変
と
い
う
局
面
、
二
に
泣
随
縁
と
い
う
渇
酉
で
あ
る
。
こ
の
隠
隷
真
如
と
成
事

無
明
に
も
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
の
局
面
が
あ
る
。
一
に
は
そ
れ
自
体
の
定
有
性
に
と
ど
ま
ら
ず
、
現
実
の
(
人
間
世
界
)

と
対
応
し
て
、
そ
れ
自
体
を
現
実
化
す
る
と
い
う
局
面
、
二
に
は
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
岳
己
の
本
体
性
を
保
存
し
て

い
る
と
い
う
局
菌
で
あ
る
。

③
問
。
此
中
本
覚
。
与
上
真
如
門
。
何
到
。
答
。
真
如
門
。
約
体
絶
相
説
。
本
覚
。
約
性
功
徳
説
。
語
大
智
慧
光
明
等
義
。

名
本
覚
故
O
i
-
-
-
以
此
皆
為
翻
妄
染
顕
故
。
在
生
滅
門
中
摂
。
以
真
如
門
中
無
翻
染
等
義
故
。
与
此
不
問
。
(
「
義
記
」
)

こ
の
(
心
生
滅
門
の
〕
中
の
本
覚
と
、
上
記
の
心
真
如
門
と
は
い
か
な
る
相
違
が
あ
る
の
か
。
答
え
る
。
心
真
如
門
は
、

形
相
を
超
絶
し
た
〔
心
真
如
の
〕
本
体
そ
れ
自
体
に
視
点
を
車
っ
て
説
き
、
本
覚
辻
、
〔
心
真
如
の
〕
本
来
備
え
て
い
る
積

極
的
な
能
動
性
に
読
点
を
取
っ
て
説
く
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
心
が
「
智
慧
」
「
光
暁
」
等
の
積
極
的
な
形
容
を
有
す
る
時
、

そ
れ
を
本
覚
と
名
づ
汀
る
の
で
あ
る
。
:
:
:
〔
本
覚
の
働
き
は
〕
皆
、
そ
の
、
心
が
、
妄
染
を
覆
し
て
〔
そ
の
心
真
如
そ
れ
自

体
を
、
我
々
人
間
に
〕
関
顕
し
て
い
く
の
で
あ
る
が
故
に
、
心
生
滅
門
の
中
に
包
摂
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
心
真
如
門
と
は
、

本
来
そ
の
中
に
は
妄
染
を
覆
し
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
穣
極
的
な
局
面
を
昌
し
て
の
規
定
で
は
な
い
か
ら
、
お
の
ず
、
心
生
滅

円
と
は
異
な
る
の
で
あ
る
。

④
何
者
聖
説
真
如
為
凝
然
者
。
此
是
随
縁
作
諸
法
持
。
不
失
自
体
O
i
-
-
-
故
勝
髪
申
云
。
不
染
需
染
者
。
明
随
縁
作
諸
法
也
。

染

市

不

染

者

。

明

随

縁

時

不

失

言

性

。

(

「

五

教

章

』

)

何
と
な
れ
ば
、
聖
教
が
真
如
は
凝
黙
と
し
て
不
動
で
あ
る
と
説
く
の
は
、
真
如
は
槌
縁
し
て
諸
法
と
な
る
擦
も
、
自
己
の

本
体
を
失
わ
な
い
〔
か
ら
で
あ
る
〕

0

・
:
・
:
故
に
「
勝
霊
経
」
の
中
で
、
「
不
染
で
あ
っ
て
、
し
か
も
染
で
あ
る
」
と
言
っ
て

い
る
の
は
、
(
真
如
が
〕
随
縁
し
て
諸
法
と
な
る
こ
と
を
明
か
に
し
、
「
染
で
あ
っ
て
、
し
か
も
不
染
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い

る
の
は
、
〔
真
如
は
〕
随
縁
の
際
に
も
自
己
の
本
性
を
失
わ
な
い
と
い
う
こ
と
を
明
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
釈
章
一
割
街
論
」
に
お
け
る
「
不
守
自
性
随
縁
」
概
念
の
独
自
性
に
つ
い
て
(
早
肝
)

ノ、
三E



『
釈
輩
諒
街
論
」
に
お
け
る
「
不
守
邑
性
箆
縁
」
概
念
の
独
畠
性
に
つ
い
て
(
早
川
)

ーノ、
ーノ、

⑤
問
。
如
何
三
性
各
有
二
義
。
不
相
違
耶
。
答
。
以
此
二
義
無
異
性
故
。
何
者
無
異
。
豆
如
円
成
。
難
復
随
縁
成
於
染
浄
。

而

恒

不

失

自

笠

。

話

由

不

失

自

性

清

浄

設

。

詑

髄

縁

或

染

浄

也

。

(

「

五

教

章

」

)

問
う
。
何
故
に
〔
遍
計
所
執
・
抜
他
起
・
円
成
実
の
〕
三
性
は
、
そ
れ
ぞ
れ
〔
不
変
と
随
縁
〕
の
二
つ
の
異
な
っ
た
局
面

を
存
し
て
い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
相
互
に
別
異
の
も
の
で
は
な
い
の
か
。
答
え
る
。
二
つ
の
異
な
っ
た
口
局
面
か
ら
見
る
に
し

て
も
、
そ
の
本
性
は
異
な
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
ち
で
あ
る
。
ど
う
し
て
本
性
に
お
い
て
異
な
っ
た
性
質
で
は
な
い
の
か
。

例
え
ば
円
成
実
性
で
言
う
な
ら
ば
、
〔
真
如
法
界
は
)
隠
縁
し
て
染
浄
〔
の
世
界
)
と
し
て
現
成
し
つ
つ
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
し
か
し
そ
の
本
体
は
常
に
そ
の
自
性
清
浮
な
る
本
体
性
を
失
う
こ
と
誌
な
い
。
ま
さ
に
こ
の
自
性
清
淳
な
る
本
体
性

を
失
わ
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
、
〔
心
真
如
は
〕
そ
の
円
成
実
性
に
お
い
て
随
縁
し
染
海
(
世
界
)
と
し
て
自
己
を
現
成
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

右
の
①
;
⑤
を
通
じ
て
辱
線
部
分
の
「
槌
縁
」
(
お
よ
び
「
本
覚
〕
)
は
、
真
如
法
界
の
因
縁
の
和
合
と
離
散
に
よ
る
染
浄
の
事
物

よ
与
な
る
世
界
の
現
象
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
点
に
お
い
て
は
〈
不
守
自
性
随
縁
〉
と
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
筆
者
が
こ

こ
で
特
に
注
吾
す
る
の
は
、
①
③
④
⑤
の
接
点
部
分
に
お
い
て
見
ら
れ
る
諸
表
現
で
あ
る
。
①
は
、
「
一
如
来
義
心
」
(
真
如
の
当
鉢
)

が
重
…
習
作
用
を
被
っ
て
染
浄
の
諸
法
と
し
て
自
己
展
開
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
当
体
と
し
て
の
本
質
は
「
性
恒
不
動
」
で
あ
る
と
述

べ
、
③
で
は
、
妄
染
が
打
破
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
昌
ず
と
そ
れ
自
体
の
本
来
性
が
顕
現
し
て
く
る
本
覚
(
生
減
問
中
の
真
如
の
当

体
)
の
確
冨
た
る
存
在
笠
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
心
真
如
門
的
な
局
面
に
お
い
て
そ
の
真
如
法
界
の
当
一
体
が
不
変
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
お
い
て

は
随
縁
す
る
自
性
、
す
な
わ
ち
心
生
滅
門
的
な
局
面
に
お
け
る
当
体
も
ま
た
、
不
断
に
(
ア
l
ラ
ヤ
的
に
)
現
成
し
つ
つ
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
し
か
も
そ
の
当
体
が
不
変
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
④
に
は
、
ま
さ
に
こ
の
〈
随
隷
〉
し
つ
つ



あ
る
時
に
お
い
て
も
、
そ
の
「
自
体
」
「
自
性
」
を
失
わ
な
い
こ
と
を
説
き
、
さ
ら
に
、
そ
こ
か
ら
一
歩
進
ん
で
⑤
で
は
、
円
成
実

性
(
真
知
)
が
常
恒
不
変
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
〈
隠
縁
〉
と
い
う
事
態
も
ま
た
可
能
な
の
で
あ
る
、
と
説
か
れ
て
い
る
の
で
為
る
。

し
か
し
こ
の
②
⑤
に
お
い
て
も
う
一
つ
注
E
す
べ
き
点
は
、
法
蔵
が
そ
の
初
期
の
著
作
で
あ
る
「
五
教
章
」
に
お
い
て
、
「
抱
縁

〔
時
〕
不
失
岳
性
」
お
よ
び
「
不
失
自
体
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
蔵
の
『
五
教
章
」
以
後
の
著

作
で
あ
る
「
義
記
」
と
『
探
玄
記
」
に
お
け
る
〈
不
守
自
性
随
縁
〉
は
、
明
ら
か
に
初
期
法
議
の
「
随
縁
〔
時
〕
不
失
言
性
」
お
よ

び
「
不
失
自
体
」
の
語
に
対
し
て
意
識
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
壮
年
期
の
法
議
が
「
探
玄
記
」
お
よ
び
「
義

記
』
で
〈
不
守
岳
性
〉
の
語
を
用
い
た
時
、
彼
に
は
、
か
つ
て
自
ら
が
関
教
立
宗
の
書
「
五
教
章
」
で
用
い
た
「
不
失
自
性
」
あ
る

い
辻
「
不
失
由
民
体
」
を
念
頭
に
重
い
た
上
で
、
そ
れ
ら
と
〈
不
守
邑
性
〉
と
の
明
確
な
区
別
を
す
る
意
識
が
懐
い
て
い
た
可
能
性
を

推
測
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
「
不
失
自
性
」
お
よ
び
「
不
失
自
体
」
は
い
ず
れ
も
、
〈
諸
縁
〉
し
て
い
く
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
時
に
、

依
然
と
し
て
そ
の
本
体
に
お
い
て
不
変
不
動
で
あ
る
と
こ
ろ
の
真
語
法
界
の
当
体
の
静
的
な
存
在
性
に
中
心
を
置
い
て
説
く
も
の
で

あ
り
、
髄
縁
す
る
当
体
の
不
動
性
よ
り
は
、
動
的
な
側
面
に
よ
り
多
く
力
点
を
置
く
〈
不
守
自
性
〉
の
立
場
と
の
相
違
は
明
ら
か
で

あ
る
、
と
い
う
印
象
を
筆
者
は
持
つ
の
で
あ
る
。

患
う
に
、
{
引
用
2
}
(
「
探
玄
記
」
)
及
び
{
引
用
3
}
(
「
義
記
」
)
の
当
該
笛
所
の
執
筆
に
お
い
て
法
蔵
が
〈
不
守
自
性
髄
縁
〉

の
語
を
用
い
た
そ
の
動
機
は
、
〈
斑
縁
〉
す
な
わ
ち
心
生
誠
門
的
な
局
面
へ
の
規
定
に
際
し
て
、
か
つ
て
「
五
教
章
」
で
行
な
っ
た

よ
う
な
、
言
わ
ば
「
本
体
に
お
け
る
不
変
不
動
性
」
の
規
定
の
み
で
は
不
充
分
さ
を
感
じ
、
そ
れ
故
、
〈
髄
隷
〉
と
い
う
同
一
の
事

態
に
、
こ
の
度
は
「
本
体
そ
の
も
の
に
お
け
る
変
動
性
」
と
い
う
事
態
認
識
の
規
定
を
よ
与
強
く
表
明
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
事
で

あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
〈
不
守
自
性
樋
隷
〉
と
言
、
っ
時
に
は
、
自
性
そ
れ
自
体
が
定
有
性
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
絶
え
ず
現
実
世

界
に
現
象
し
て
く
る
と
こ
ろ
の
〈
随
縁
〉
と
い
う
事
態
の
持
つ
流
動
性
の
側
面
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
c

筆
者
の
こ
の
見
解
を
舗
面
か
ら
裏
付
け
る
と
思
わ
れ
る
例
を
挙
げ
よ
う
。
『
義
記
」
に
は
、
〈
不
守
昌
性
随
縁
〉
と
ほ
ぼ
同
じ
意
味

『
釈
摩
諒
結
論
」
に
お
け
る
「
不
守
畠
性
随
縁
」
概
念
の
独
昌
性
に
つ
い
て
(
早
川
)

一一(七



『
釈
摩
詞
街
論
」
に
お
け
る
「
不
守
自
性
随
縁
」
概
念
の
独
自
性
に
つ
い
て
(
早
川
)

二
〈
入

だ
が
、
表
現
上
に
お
い
て
葎
か
に
異
な
る
「
不
守
自
性
髄
重
…
」
な
る
文
言
が
存
在
す
る
c

そ
れ
は
「
起
信
論
」
に
お
け
る
阿
梨
都
議

(
蔵
識
)
の
説
明
に
患
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

{
引
用
5
}

名
蔵
:
:
:
以
真
心
不
守
自
性
。
髄
重
…
和
合
畝
一
依
常
。
故
諸
愚
者
以
怯
為
真
。
取
為
内
我
c

我
見
所
摂
。
故
名

為
蔵
。
出
是
義
故
。
二
種
我
見
、
水
不
起
位
。
即
失
頼
耶
名
也
。

蔵
識
と
名
け
る
の
は
、
:
:
:
真
〔
如
と
し
て
の
〕
心
は
自
性
を
守
ら
ず
髄
縁
和
合
し
て
〔
要
す
る
に
こ
の
現
象
世
界
を
抱
え

ず
現
成
せ
し
め
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
現
象
世
界
の
持
続
性
か
ら
逆
に
推
す
と
、
そ
の
根
源
と
し
て
の
問
梨
事
識
が
〕
あ

た
か
も
常
一
な
る
本
体
で
あ
る
か
の
ご
と
く
に
見
え
る
。
そ
れ
故
に
患
者
は
、
そ
の
常
一
な
る
本
体
に
似
た
も
の
と
い
う
点
に

お
い
て
、
そ
れ
を
法
我
で
あ
る
と
、
ま
た
内
在
的
な
人
我
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
で
は
、
河
梨
耶
識
は
ア
i
ト
マ
ン
の
範
轄

に
属
す
る
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
〔
開
梨
都
議
に
こ
の
よ
う
な
性
格
が
存
す
る
こ
と
は
確
か
な
の
で
あ
る

か
ら
〕
そ
の
昌
己
の
空
な
る
真
知
性
が
、
通
常
の
人
聞
の
自
に
辻
覆
蔵
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
意

識
と
名
付
け
る
の
で
あ
る
。
こ
の
二
種
類
の
我
見
が
永
久
に
起
こ
ら
な
く
な
る
境
地
に
お
い
て
は
、
阿
梨
耶
識
辻
そ
の
ア
i
ラ

ヤ
、
す
な
わ
ち
蔵
と
い
う
名
を
失
う
の
で
あ
る
。

阿
梨
部
議
(
ア
i
ラ
ヤ
議
。
か
っ
「
起
信
論
』
に
お
け
る
文
脈
で
は
「
本
覚
」
と
も
ほ
ぼ
同
じ
意
味
)
が
、
そ
の
当
体
に
お
い
て

は
、
空
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
れ
を
い
か
ゆ
る
ア
i
ト
マ
ン
的
な
冨
定
的
実
体
と
し
て
見
る
こ
と
を
戒
め
た
も
の
で

あ
る
が
、
一
方
で
心
真
如
門
的
な
局
面
の
不
変
不
動
性
を
強
調
す
る
法
蔵
が
こ
こ
で
「
不
守
自
性
」
の
語
を
男
い
て
い
る
の
辻
、
真

如
法
界
の
空
的
、
流
動
的
な
事
態
を
誤
解
を
招
か
ず
に
表
現
す
る
に
は
、
「
不
失
自
体
)
「
性
恒
不
動
」
等
の
、
{
疋
有
や
実
体
我
を
連

想
さ
せ
る
可
能
性
の
存
す
る
語
よ
ち
も
、
こ
ち
ら
の
方
が
よ
ち
適
切
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
な
の
で
あ
ろ
う
、
と
筆
者
は
推
諒
す
る



の
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
に
よ
る
な
ら
ば
、
〈
不
守
自
性
随
縁
〉
概
念
の
登
場
、
す
な
わ
ち
〈
随
縁
〉
に
対
す
る
そ
れ
ま
で
の
「
不
失
自
性
」

と
い
う
規
定
に
、
さ
ら
に
、
本
覚
の
現
実
面
の
み
ま
ら
ず
、
そ
の
本
体
冨
そ
の
も
の
に
お
け
る
不
断
の
変
容
へ
の
認
識
と
し
て
〈
不

守
自
註
〉
と
い
う
新
た
な
規
定
が
加
わ
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
『
五
教
章
」
以
降
に
お
け
る
法
義
教
学
の
発
展
の
一
例
と
し
て
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
確
認
し
た
上
で
、
次
に
「
釈
論
」
に
お
け
る
〈
不
守
自
性
隠
縁
V

の
意
味
に
考
察
を
進
め

，
-
E
O
 

J
ム
る

ν

「
釈
摩
詞
筋
論
』
に
お
け
る
「
不
守
自
性
随
縁
」

「
釈
論
』
が
、
「
不
守
自
性
」
の
語
を
用
い
て
い
る
の
は
、
全
部
で
十
六
カ
所
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
合
耗
粋
に
〈
不
守
自
性
随
縁
〉

を
患
い
て
い
る
の
は
一
カ
所
、
②
「
不
守
自
性
」
の
直
後
に
何
ら
か
の
語
匂
(
「
能
受
染
葉
」
「
故
」
等
)
を
挟
ん
で
「
随
縁
」
に
接

続
し
て
い
る
形
が
三
カ
所
、
③
上
記
に
加
え
、
さ
ら
に
「
随
」
と
「
譲
」
の
間
に
語
句
を
挟
む
形
が
二
カ
所
、
④
「
不
守
自
性
」
の

み
で
「
随
縁
」
を
欠
く
も
の
が
十
ケ
所
、
で
あ
る
。
分
布
と
し
て
は
、
①
②
-
③
の
全
て
が
第
三
巻
に
全
て
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
注

呈
さ
れ
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
枚
数
の
関
孫
上
、
①
②
③
に
つ
い
て
の
み
考
察
す
る
。
ま
ず
、
以
下
の
引
用
7
に
お
い
て
該
当
笛
一
所

を
引
用
す
る
。

{
主
用
7
}

①
「
本
覚
随
染
」
者
。
期
是
簡
句
。
簡
異
清
浄
本
覚
智
設
。
此
匂
為
欲
顕
示
荷
義
。
謂
為
顕
一
不
受
薫
義
故
。
直
唱
本
覚
受
無

明
葉
。
不
守
自
性
随
縁
。
無
擬
倶
時
転
故
。
是
故
名
為
本
覚
随
染
c

『
釈
摩
詞
街
論
」
に
お
け
る
「
不
守
自
性
随
縁
」
概
念
の
独
自
性
に
つ
い
て
(
早
川
)

ノ、
ブL



「
釈
摩
詞
街
議
』
に
お
け
る
「
不
守
自
性
随
縁
」
概
念
の
独
自
性
に
つ
い
て
(
早
川
)

ーと
ζコ

「
本
覚
染
随
」
と
は
、
こ
れ
は
〔
本
覚
の
〕
区
別
の
た
め
の
言
葉
で
あ
る
。
清
浄
本
覚
智
と
区
別
し
て
そ
れ
と
異
な
る
こ

と
を
表
わ
す
の
で
あ
る
c

で
は
、
こ
の
言
葉
に
よ
っ
て
、
い
か
な
る
事
態
を
表
そ
う
と
す
る
の
か
。
〔
本
覚
が
〕
葉
習
を
被

る
と
い
う
事
惑
を
表
わ
す
の
で
あ
る
。
本
覚
が
亘
裁
に
無
明
の
重
…
習
を
被
り
、
そ
の
自
性
を
守
ら
ず
に
随
縁
し
、
無
明
の
重
…

習
を
被
ら
な
い
本
来
の
状
態
に
あ
る
真
如
と
、
そ
の
同
じ
真
如
が
重
…
習
を
被
っ
て
転
変
し
つ
つ
あ
る
時
の
そ
の
真
知
と
が
、

相
互
に
様
、
つ
る
事
な
く
同
時
的
に
転
変
す
る
が
故
に
、
こ
の
故
に
「
本
覚
が
随
染
す
る
」
と
言
う
の
で
あ
る
。

@
a
清
浄
始
覚
。
難
蕪
惑
時
雨
不
守
自
性
故
。
能
受
染
薫
髄
縁
流
転
。
以
比
義
故
。
是
故
名
為
染
捨
始
覚
。

〔
清
浄
本
覚
が
始
覚
す
る
!
こ
の
よ
う
な
表
現
が
有
り
得
る
と
し
て
ー
と
い
う
点
で
、
清
浄
始
覚
と
い
う
の
で
、
あ
る
が
〕

清
静
始
覚
は
本
来
、
人
馬
の
惑
の
領
域
に
お
い
て
存
在
す
る
時
を
持
た
な
い
は
ず
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
清
浄
始

覚
は
自
性
を
守
ら
な
い
の
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
染
重
…
習
を
被
り
、
髄
縁
し
流
転
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。
そ
れ

と
同
時
に
、
法
浄
始
覚
が
始
覚
す
る
の
は
必
ず
染
浄
世
界
に
お
い
て
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
溝
浄
始
覚
を
名
付
け
て
染
浄
始

覚
と
も
言
、
つ
の
で
あ
る
。

b

清
浄
真
如
。
従
無
始
来
平
等
平
等
。
自
性
清
浄
。
不
生
不
滅
。
亦
蕪
去
来
。
亦
無
住
処
c

布
真
如
理
性
不
守
自
性
故
。

随
縁
動
転
。
是
故
名
為
染
浮
真
如
。

清
浄
真
如
辻
無
始
以
来
、
平
等
で
あ
り
、
自
性
清
揮
で
あ
り
、
不
生
不
滅
で
あ
り
、
不
来
不
去
で
あ
り
、
無
住
処
で
あ

る
。
し
か
も
〔
渚
浄
〕
真
如
の
理
性
は
自
性
を
守
ら
な
い
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
〔
染
浄
の
世
界
に
お
い
て
〕
随
縁
し
動

転
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
故
に
〔
清
浄
真
如
を
〕
染
浄
真
如
と
〔
も
〕
名
づ
け
る
の
で
あ
る
。

c

清
浄
星
空
。
具
足
十
徳
、
亦
無
染
担
。
亦
無
持
相
。
布
虚
空
性
不
守
自
性
故
。
龍
受
染
薫
鑓
縁
動
転
。
是
故
名
為
染
浄

虚
空
。清

浄
な
る
い
宿
泊
先
エ
〔
に
験
え
ら
れ
る
べ
き
真
如
法
界
の
当
体
は
〕
は
十
徳
を
具
是
し
て
は
い
る
が
、
染
な
る
姿
も
な
く
、



③ 

ま
た
静
な
る
姿
も
な
い
。
し
か
も
虚
空
の
ご
と
き
そ
の
本
性
誌
自
性
を
守
ら
な
い
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
染
重
一
習
を
被
っ

て
随
縁
し
動
転
す
る
。
そ
の
故
に
〔
渚
浄
虚
空
〕
を
染
浄
虚
空
と
〔
も
〕
名
づ
け
る
の
で
あ
る
。

「
雨
水
非
動
性
」
者
。
輪
本
覚
心
離
有
為
相
。
謂
本
覚
真
、
心
。
従
本
己
来
遠
離
動
念
。
解
説
結
縛
。
体
性
清
諦
相
用
昌
在
。

a
而
不
守
自
性
故
。
随
無
明
之
縁
。
作
種
種
相
。
如
水
非
動
性
。

b
市
不
守
自
性
故
。
随
風
之
隷
。
作
種
種
波
故
。

〔
「
起
信
論
』
に
言
う
〕
「
高
水
非
動
性
」
と
は
、
本
覚
心
と
い
う
も
の
が
、
何
ち
か
の
有
為
的
な
存
在
者
と
の
類
推
に
よ

る
比
較
を
離
れ
て
い
る
こ
と
に
輪
え
ら
れ
る
。
本
覚
の
真
心
は
も
と
よ
り
動
念
(
現
象
界
と
し
て
自
己
を
展
開
し
よ
う
と
す

る
内
発
的
な
動
性
)
を
遠
離
し
、
無
明
の
束
縛
を
脱
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
体
性
は
清
浄
で
あ
り
、
相
思

は
自
在
で
あ
る
o
a
し
か
も
〔
本
覚
、
心
は
〕
邑
性
を
守
ら
な
い
が
故
に
、
無
明
の
縁
に
随
っ
て
、
多
様
な
る
現
象
よ
り
な
る

現
実
の
苦
界
と
し
て
自
己
を
現
成
化
す
る
。
〔
す
な
わ
ち
、
喰
え
て
言
う
な
ら
ば
、
本
覚
の
体
性
と
は
〕
本
自
体
に
動
性
は

存
在
し
な
い
け
れ
ど
も
、

b
し
か
も
〔
水
は
〕
自
性
を
守
ら
な
い
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
風
と
い
う
縁
に
随
っ
て
様
々
な
波

と
な
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

明
ら
か
に
、
①
j
③
に
わ
た
る
全
て
の
用
例
は
、
〈
不
守
自
性
随
縁
〉
と
い
う
、
前
節
で
筆
者
が
述
べ
た
限
り
の
、
す
な
わ
ち
法

蔵
に
教
学
に
お
い
て
採
用
さ
れ
た
真
生
二
門
的
構
留
に
お
け
る
心
生
滅
門
的
な
馬
面
の
表
現
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
そ
れ

は
常
に
心
真
娼
門
的
な
局
面
と
の
一
体
性
が
予
想
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
禄
栢
に
該
当
す
る
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
①
に
お
い
て
は
、
「
清
浄
本
覚
」
が
、
〈
不
守
昌
性
随
縁
〉
に
よ
っ
て
顕
現
し
た
「
槌
染
本
覚
」
の
対
概
念
と
し
て
確
保
さ
れ

て
い
る
。

次
に
②
に
お
い
て
「
釈
論
」
は
、
「
起
信
論
」
の
「
本
覚
」
と
「
始
覚
」
の
二
覚
を
さ
ら
に
細
分
化
し
、
前
者
を
「
清
浄
本
覚
」

と
「
染
浄
本
覚
」
に
、
後
者
を
「
清
浄
始
覚
」
と
「
染
海
始
覚
」
に
、
合
計
四
覚
に
寓
く
。
そ
し
て
そ
の
四
覚
は
「
智
春
属
片
す

『
釈
摩
諒
街
論
」
に
お
け
る
「
不
守
自
性
隠
縁
」
概
念
の
独
自
性
に
つ
い
て
(
早
川
)

ー乞



『
釈
摩
詔
街
論
」
に
お
け
る
「
不
守
自
性
随
縁
」
概
念
の
独
自
性
に
つ
い
て
(
早
川
)

ー乞

な
わ
ち
本
覚
の
叡
知
的
な
局
面
に
お
け
る
欝
き
(
用
分
)
で
あ
っ
て
、
「
性
真
如
」
な
い
し
は
(
そ
の
比
輪
に
お
い
て
の
)
「
虚
空
」

を
そ
の
「
体
分
」
と
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
。
こ
の
「
真
和
」
と
「
虚
空
」
も
紹
分
化
さ
れ
て
、
読
者
を
「
清
浄
真
如
」
と

「
染
浄
真
如
」
に
、
後
者
を
「
清
浄
患
空
」
と
「
染
浄
虚
空
」
に
開
く
。
引
用
7
の
②

a
は
、
「
染
諦
始
覚
」
に
つ
い
て
、
同
b
は

「
染
浄
真
顛
」
に
つ
い
て
、
そ
し
て
同

c
は
「
染
浄
虚
空
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
場
合

に
お
い
て
も
①
の
用
例
と
再
様
、
②

a
に
お
い
て
は
〈
不
守
自
性
随
縁
〉
に
よ
っ
て
顕
現
し
た
「
染
浄
始
覚
」
が
「
清
浄
始
覚
」
を
、

河
b
に
お
い
て
は
司
じ
く
「
染
誇
真
如
」
が
「
清
誇
真
如
」
を
、
同

c
に
お
い
て
は
同
じ
く
「
染
浄
車
空
」
が
「
清
治
ぃ
宿
泊
空
」
を
、

そ
れ
ぞ
れ
自
己
に
相
対
す
る
真
如
門
的
な
局
面
の
対
概
念
と
し
て
伴
っ
て
い
る
。

最
後
に
③
の
吊
例
で
あ
る
が
、
③

a
に
お
い
て
は
、
〈
不
守
自
性
〉
の
設
に
、
「
無
明
」
の
「
縁
」
に
「
随
」
っ
て
顕
現
し
た
「
種

種
相
」
は
、
「
体
性
清
浄
」
に
し
て
「
相
用
自
在
」
な
る
「
本
覚
真
心
」
を
、
ま
た
、
〈
不
守
自
性
〉
の
故
に
、
「
風
」
の
「
縁
」
に

「
随
」
っ
て
顕
現
し
た
「
種
種
波
」
は
、
「
非
動
性
」
な
る
「
水
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
相
対
す
る
真
如
門
的
な
領
域
の
概
念
と
し
て
伴
つ

て
い
る
。

し
か
し
そ
れ
な
ら
ば
、
「
釈
論
」
に
お
け
る
〈
不
守
自
性
随
縁
〉
は
、
全
面
的
に
法
蔵
教
学
の
用
法
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、

そ
れ
自
身
の
独
自
性
は
ど
こ
に
存
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
と
言
う
問
題
が
起
き
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
間
題
に
対
し
た
時
、

筆
者
は
次
の
よ
う
な
微
妙
な
点
に
「
釈
論
」
の
独
自
性
の
発
露
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
筆
者
の
見
る
所
、

「
釈
論
」
の
作
者
は
、
そ
の
第
三
巻
に
お
い
て
集
中
的
に
〈
不
守
自
性
随
縁
〉
の
語
を
用
い
て
自
己
の
思
想
を
展
開
す
る
の
で
あ
る

が
、
そ
の
際
彼
は
、
法
蔵
の
教
学
に
お
い
て
存
在
し
て
い
た
「
随
縁
不
失
言
性
」
的
な
、
あ
る
い
は
「
髄
縁
真
如
」
的
な
、
す
な
わ

ち
〈
槌
縁
〉
と
い
う
事
態
の
「
本
体
に
お
け
る
不
変
不
動
性
」
を
意
味
す
る
概
念
の
使
用
を
意
識
的
に
避
け
て
い
る
も
の
の
ご
と
く

に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
、
法
蔵
の
教
学
に
お
け
る
心
真
如
門
的
な
馬
面
、
例
え
ば
『
義
記
」
で
言
え
ば
「
不
変
自

性
絶
栢
」
的
な
局
面
に
対
し
て
、
〈
隠
縁
〉
と
い
う
事
態
の
(
法
蔵
に
お
い
て
は
、
そ
こ
に
お
い
て
も
ま
た
、
心
真
如
門
的
な
不
動



の
層
面
と
心
生
滅
門
的
な
流
動
の
局
直
と
が
確
保
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
て
そ
の
現
実
化
す
る
局
面
の
み
を
対
応
さ
せ
よ
う
と

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
見
、
{
引
用
2
}
に
お
け
る
「
探
玄
記
』
の
「
転
真
成
事
」
と
し
て
の
〈
不
守
自
性
随
縁
〉
と
類

叡
し
て
い
る
が
、
や
は
り
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
探
玄
記
」
に
お
い
て
は
「
勝
霊
経
』
「
宝
性
議
」
『
起
信
論
』
が
論

拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
そ
の
場
合
の
「
事
」
(
諸
法
。
現
実
世
界
)
の
背
後
に
は
、
当
然
「
本
体
に
お
け

る
不
変
不
動
性
」
(
如
来
議
、
本
覚
等
の
、
総
じ
て
生
滅
門
中
の
真
如
の
当
体
。
真
理
の
潜
在
態
)
の
存
在
が
予
定
さ
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
釈
論
」
の
〈
不
守
自
性
随
縁
〉
が
講
想
す
る
の
辻
、
言
、
つ
な
れ
ば
、
不
変
不
動
な
る
本
体
を
ま
ず
想

定
し
て
お
い
て
、
し
か
も
そ
れ
が
〈
隠
縁
〉
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
そ
の
不
動
の
本
体
を
括
弧
に
入
れ
て
、
純
粋
な
事
(
引
じ
)
、

〈
随
縁
〉
し
て
い
る
こ
と
、
と
い
う
意
味
の
事
、
そ
の
事
惑
の
真
理
性
を
深
証
す
る
根
拠
の
観
念
を
さ
え
占
有
し
な
い
事
、
純
然
た
る

現
実
そ
の
も
の
と
し
て
の
事
な
の
で
あ
る
(
た
だ
し
、
後
に
触
れ
る
が
、
こ
の
現
実
世
界
は
あ
く
ま
で
ア
:
ラ
ヤ
識
的
展
開
の
自
然

の
ヴ
ェ
ク
ト
ル
に
従
っ
た
、
要
す
る
に
染
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
で
は
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
が
)

G

「
釈
論
』
の
作
者
は
、

(
引
き
続
き
真
と
事
の
語
を
用
い
て
い
う
な
ら
ば
)
絶
対
的
な
「
真
」
的
世
界

(
t
心
真
如
門
的
な
局
面
そ
の
も
の
)
が
そ
の
自
性

を
守
ら
ず
に
〈
髄
縁
〉
し
て
、
右
の
ご
と
き
そ
れ
自
体
で
現
実
的
で
あ
る
と
こ
ろ
の
歪
主
的
世
界
と
し
て
存
立
し
て
い
る
、
と
す

る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
社
頼
、
法
蔵
、
澄
観
等
、
シ
ナ
華
厳
思
想
の
正
統
派
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
と
こ
ろ
の
理
事
無
様
法
界
的
な
理
解
か
ら
さ
ら

に
一
段
の
深
化
を
遂
げ
た
、
事
事
禁
擬
法
界
的
な
事
態
理
解
の
形
態
と
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
思
う
に
、
こ
の
よ
う
な
究
極
的

な
1
1
1
多
分
、
究
極
的
な
l
lー
事
態
を
、
そ
の
認
識
的
努
力
の
先
に
予
想
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
に
、
『
釈
論
」
の

〈
不
守
自
性
随
縁
〉
概
念
の
独
自
性
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
と
言
う
の
が
、
筆
者
の
想
像
す
る
所
な
の
で
あ
る
。
筆
者
は
そ
の

よ
う
な
筆
者
自
身
の
葱
橡
を
示
唆
す
る
状
況
的
な
証
拠
を
{
引
用
7
】
の
諸
例
に
お
け
る
、
「
市
」
字
の
使
用
に
見
出
だ
す

G

「
釈
論
』

の
作
者
は
、
①
を
除
く
全
て
の
用
例
に
お
い
て
、
真
如
法
界
の
不
変
な
る
実
相
的
局
面
を
表
す
語
と
、
〈
不
守
自
性
随
縁
〉
の
結
果

『
釈
摩
一
部
結
論
』
に
お
け
る
「
不
守
自
性
髄
縁
」
離
念
の
独
自
性
に
つ
い
て
(
早
川
川
)

一七一一一



『
釈
摩
詞
街
論
』
に
お
け
る
「
不
守
自
性
随
縁
」
概
念
の
独
自
性
に
つ
い
て
(
早
出
)

ーむ
o;ヨ

と
し
て
顕
現
す
る
現
実
世
界
的
な
馬
面
と
を
、
「
市
」
(
し
か
も
。
顕
接
お
よ
び
逆
接
を
意
味
す
る
所
の
、
敢
え
て
言
う
な
ら
ば
、
弁

証
法
的
な
接
続
辞
と
し
て
の
「
し
か
も
」
)
で
結
ん
で
い
る
。
例
え
ば
②
b
に
お
い
て
は
、
「
清
浄
真
如
」
は
無
始
以
来
、
「
平
等
乎

等
、
自
性
清
語
、
不
生
不
滅
、
亦
無
去
来
、
亦
無
金
所
」
で
あ
り
な
が
ら
、
「
市
も
」
、
そ
の
「
富
一
(
如
理
性
」
辻
「
不
守
畠
性
随
縁
」

し
て
「
染
浄
真
如
」
で
あ
る
の
で
あ
り
、
③

a
に
お
い
て
は
、
「
本
覚
真
心
」
は
本
来
的
に
「
動
念
」
を
「
遠
離
」
し
、
「
体
性
清
淳
、

桓
用
自
在
」
で
あ
れ
ノ
な
が
ら
、
「
市
も
」
、
「
不
守
自
性
」
な
る
が
故
に
「
無
明
之
縁
」
に
「
随
」
っ
て
、
「
謹
種
相
」
な
る
世
界
と
し

て
現
実
的
で
あ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
筆
者
は
、
こ
こ
に
も
う
一
つ
重
要
な
問
題
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
れ
は
筆
者
が
華
厳
教
学
か
ら
逆
に
類
推
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
が
、
「
釈
論
」
の
作
者
が
、
こ
こ
に
お
い
て
、
「
郎
」
的
な
接
続
で

な
く
弁
証
法
的
な
「
罰
」
を
用
い
て
い
る
の
は
、
彼
が
予
想
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
と
こ
ろ
の
そ
の
事
事
無
擬
法
界
的
な
事
態
が
、

す
で
に
河
頼
耶
識
縁
起
的
な
自
然
の
展
開
と
し
て
の
世
界
(
そ
れ
は
必
熱
的
に
染
な
る
も
の
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
)
で
は
な
く
、
華

厳
的
な
理
念
世
界
、
す
な
わ
ち
そ
れ
に
対
し
て
入
障
の
儲
か
ら
の
投
企
を
媒
介
と
す
る
、
ま
さ
に
華
厳
的
な
世
界
と
し
て
予
想
さ
れ

て
い
た
こ
と
の
表
れ
な
の
で
は
な
い
か
、
と
患
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

筆
者
は
、
「
釈
論
」
の
作
者
が
右
の
よ
う
な
構
想
を
抱
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
当
否
を
確
認

す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
多
く
の
問
題
の
検
討
を
要
す
る
c

し
か
し
と
に
か
く
、
少
な
く
と
も
現
時
点
に
お
い
て
筆
者
は
こ
の
よ
う

な
点
に
、
法
義
教
学
よ
り
発
し
つ
つ
、
そ
れ
と
は
異
な
る
『
釈
論
」
独
告
の
〈
不
守
昌
性
髄
縁
〉
の
特
援
が
存
在
す
る
の
で
辻
な
い

か
と
考
え
る
の
で
あ
り
、
そ
の
考
え
を
表
明
し
て
お
く
こ
と
に
、
自
ら
一
つ
の
意
義
を
見
出
す
も
の
な
の
で
あ
る
。

結
筆
者
の
想
像
す
る
所
、
「
釈
論
』
の
作
者
に
は
、
実
在
者
・
存
(
う
)

の
導
入
に
よ
っ
て
華
厳
思
想
(
も
し
く
は
そ
の
影
響
を
被
つ



て
成
立
し
た
彼
の
所
属
す
る
思
想
璽
)
を
捕
完
す
る
、
と
い
う
意
向
が
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
患
わ
れ
る
。
そ
の
痕
跡
は
「
釈

論
」
の
各
所
に
見
出
だ
せ
る
の
で
あ
る
が
、
殊
に
、
第
三
巻
に
集
中
的
に
現
わ
れ
て
い
る
〈
不
守
自
性
関
縁
〉
概
念
の
用
法
は
、
そ

の
中
で
も
彼
が
最
も
力
を
注
い
だ
試
み
の
一
つ
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
筆
者
の
予
想
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
彼

の
真
如
法
界
、
要
す
る
に
実
在
者
・
有
(
う
)
理
解
の
要
の
位
置
に
は
、
〈
不
守
自
性
槌
縁
〉
と
い
う
事
態
を
支
え
て
い
る
所
の
、

法
議
の
「
五
教
章
」
に
お
け
る
「
華
厳
別
教
一
乗
日
性
海
果
分
」
と
対
応
す
る
べ
き
、
不
二
摩
詞
街
H

性
徳
円
満
海
と
い
う
概
念

(
そ
れ
は
第
一
巻
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
)
が
存
在
す
る
の
で
あ
辺
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
不
二
摩
詩
街
計
一
性
復
円
満
海
と

は
、
華
厳
的
な
事
事
無
擬
法
界
的
な
事
態
を
さ
ら
に
包
括
し
て
、
そ
こ
に
有
性
、
つ
ま
り
そ
の
真
理
世
界
の
生
命
的
実
在
性
を
確
課

す
る
原
理
だ
か
ら
で
あ
る
。
思
う
に
空
海
は
、
「
釈
論
」
の
作
者
の
意
向
を
察
知
し
、
そ
こ
に
自
ら
の
密
教
的
世
界
像
の
根
拠
の
地

平
を
見
出
だ
そ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
そ
の
場
合
彼
は
、
「
釈
論
』
の
作
者
が
要
請
し
た
は
ず
の
実
践
と
い
う
契
機
を
密

教
的
行
法
の
律
系
に
よ
っ
て
確
保
し
つ
つ
、
し
か
し
、
「
釈
論
」
独
自
の
不
二
牽
詞
街
の
領
域
を
、
自
ら
が
新
た
に
立
教
関
宗
す
る

べ
き
真
言
宗
の
世
界
観
の
実
在
性
の
根
拠
と
し
て
確
保
せ
ん
が
故
に
、
そ
の
不
二
摩
詔
街
概
念
の
現
実
態
た
る
〈
不
守
岳
性
随
縁
〉

と
い
う
披
念
を
、
吉
ら
の
{
誉
教
の
亘
需
の
体
系
た
る
華
厳
宗
の
規
定
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

註(
I
)
 

(
2
)
 

(
3
)
 

(
4
)
 

(
5
)
 

『
、
秘
密
蔓
茶
羅
十
住
心
論
』

『
桜
密
品
工
茶
羅
十
住
心
議
』
大
正
七
十
七
巻

例
え
ば
、
原
隆
政
「
第
九
企
心
に
つ
い
て
」
(
密
教
学
研
究

『
華
厳
五
教
章
」
(
鎌
田
茂
雄
大
議
出
張
弘
典
講
座
お

大
正
七
十
七
巻

三
五
三
頁
下

三
五
三
真
下

第
二
七
号

平
成
7
年
)

昭
和
五
西
年
)

二
三
苔
ハ

『
華
厳
経
』

大
正
九
巻

五
五
人
頁
下

「
釈
摩
詞
結
論
』
に
お
け
る
「
不
守
自
性
槌
縁
」
概
念
の
独
自
性
に
つ
い
て
(
早
川
)

一
七
五



(
S
)
 

(
7
)
 

(
8
)
 

(
2
)
 

(
日
)

(
日
)

(ロ)
『
釈
牽
詞
桁
論
』
に
お
け
る
「
不
守
自
性
穏
縁
」
観
念
の
独
自
性
に
つ
い
て
(
阜
出
)

『
華
山
東
経
探
玄
記
』

大
正
三
十
五
巻

『
大
乗
起
信
論
」

大
正
三
十
二
巻

『
大
乗
起
信
論
義
記
」

「
義
記
』

大
正
由
十
四
巻

{
引
用
4

】

⑤④③②①  

『
義
記
」

大
正
四
十
四
巻

一
七
六

三
回
七
莫
上

五
七
六
頁
上

二
五
六
頁
上

二
五
一
頁
上

二
五
五
頁
上

二
五
五
頁
下

四
八
五
実
上

四
九
九
真
上
j
下

六
一
九
頁
中

六
一
回
頁
中
j
下

六
一
一
山
頁
下

六
一
五
頁
上

な
お
筆
者
は
、
津
田
真
一
博
士
か
ら
、
こ
の
事
態
の
平
行
事
象
と
し
て
、

k
e
バ
ル
ト
の
神
学
に
お
け
る
存
在
と
し
て
の
神
の
観
念
、
す

六
一
九
頁
中

義
記

大
正
四
十
四
巻

な
わ
ち
イ
ン
マ
ニ
ュ
エ
ル
と
い
う
事
態
(
こ
の
世
に
在
り
な
が
ら
、
し
か
も
そ
れ
自
身
の
超
越
的
な
存
在
性
を
保
ち
続
け
る
神
の
観
念
)

『
義
記
」

大
正
四
十
西
巻

と
、
そ
の
生
成
そ
の
も
の
を
神
の
存
在
で
あ
る
と
す
る
と
こ
ろ
の

E
・
ユ
ン
ゲ
ル
の
Q
0
2
2
∞
包
口
広
什
百
戸
要
。
三
。
ロ
・
↓
三
)
門
口
問
。
ロ

『
華
最
五
教
章
』

大
正
酉
十
五
巻

5
2
w
∞
-
H
C
∞
に
お
け
る
神
観
念
と
の
差
異
、
と
い
う
問
題
を
教
授
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
今
辻
こ
の
こ
と
に
対
し
て
是
非
を
問
う
語
力

『
華
厳
五
教
章
」

大
正
四
十
五
巻

大
正
四
十
四
巻

二
五
五
頁
中

【
引
用
7

】

②①  

『
釈
論
」
大
正
三
十
二
巻

a 

『
釈
論
』
大
正
三
十
二
巻

b 

「
釈
論
」
大
正
三
十
二
巻

C 

『
釈
論
』
大
正
三
十
二
巻

③ 

「
釈
論
」
大
正
三
十
二
巻



(
日
)

を
所
有
し
て
い
な
い
の
で
、
た
だ
こ
の
間
題
の
所
在
の
み
を
注
記
し
て
お
く
事
に
と
ど
め
る
。

『
釈
論
』
に
お
け
る
「
不
一
・
一
葦
詞
綜
」
鞠
概
念
が
、
円
教
的
の
み
な
ら
ず
頓
教
的
な
要
素
を
も
包
含
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
実

践
的
性
格
に
つ
い
て
は
、
拙
論
三
不
二
摩
諮
街
」
概
念
の
根
源
と
し
て
の
法
蔵
教
学
」
を
参
照
。

『
釈
壁
一
部
街
議
」
に
お
け
る
「
不
守
自
性
随
縁
」
概
念
の
独
自
性
に
つ
い
て
(
早
川
)

ーと
ーと



『
釈
摩
詩
街
論
」

Summary 

A particular aspect of concept of (shinnyo) 

Fushujishδ-zuien as mentioned in the 

Shaku-makaen-ron‘ 

Michio Hayaka wa 
に
お
け
る

「
不
守
自
性
随
縁
」
概
念
の
独
自
性
に
つ
い
て
(
早
別
)

Fushujisお(不守副主)means that Shinnyo (真如)loses its essence. 

Zuien (隠縁)， consequently， means that Shinnyo presents itself as the 

creation of purity and dirt. 

The first one， who used this concept was H6z6， a master of chinese 

Kegon master. He did it for ranking the other schools and doctrines， 

to which he attributed lesser values under the Kegon school. 

school， shi，τ~gon Kukαi， however， the first patriarch of Japanese 

Kegon the summenzmg for interpreta tlOn an concept this to gave 

philosophy in his works. 1 think， that his heterodox use of this concept 

as it is found in Shαku-mαkaen-is based on the alterd interpretation， 

ron (釈摩詔桁論)， on which he set much value. 

together pau a as contrastively 万δz6always used this concept 

which he described as presenting itself， with the concept of Shinny0， 

The 随縁不失自性ト( Zuien-Fushitujish6 essence retammg lts while 

Fushujisho-only emphasized however， author of Shαku-makαen-ron， 

zuien. His motivation was， probably， to claim that Kegon's truth must 

be confirmed by religious practice. His intention was not a denial of 

the Kegon school， but a supplement or a perfection of it. 

ーじ
/'-

Kuukai had probably understood the intention of the Shaku-mαkaen-

of religious framework adopted only the ron's author. He， however， 

He school. shingon new the system， own his practice f or f ounding 

it explaining tha t school by 

reduces i tself to the concept of Fushujish6-zuien. 

、、‘
j
J

宅
Eム

〆
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省、、

therefore also descriminated the Kegon 


